
普天間飛行場返還後の跡地利用に向けた取り組み キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）跡地利用計画

◆国道58号と西普天間住宅地区跡地をつなぐアクセス道路返還予定駐留軍用地における経済効果
◆直接経済効果：消費や投資等の経済取引により、個人・事業者等への支出が発生する効果

　普天間飛行場の跡地利用について、宜野湾市と沖縄県は共同で「普天間飛行場跡地利用基本方針」（平成18年）と「普天
間飛行場跡地利用計画の策定に向けた行動計画」（平成19年）を策定し、これらにもとづき県市の共同調査や文化財調査、
市による自然環境調査、関係者との合意形成に向けた取組を進めてきました。
　平成２４年度、宜野湾市及び沖縄県で、広域計画やこれまでの取り組みの成果を踏まえた「全体計画の中間取りまとめ」
を策定しました。今後、中間取りまとめをもとに、県民、地権者等の皆さまのご意見をお聞きしながら、沖縄全体の発展に資
する跡地利用計画策定につなげていきたいと考えております。

配置方針図

西普天間住宅地区跡地（約51ha）

沖縄県HP「駐留軍用地跡地利用に伴う経済波及効果等に関する検討調査（平成27年1月30日公表）」より

　キャンプ瑞慶覧西普天間住宅地区（約51ha）は、平成27年3月末に返還されました。これまで、住居系を中心としたまちづくりから、
国際医療拠点を中心とした高次都市機能を有するまちづくりへ方向性を大きく転換し、下図のとおり「国際医療拠点を核とした都市
機能と水・みどり・文化の調和した住環境がつながるまち」をコンセプトとして平成27年７月に跡地利用計画を策定しました。
　国際医療拠点の形成に向けては、国及び県、関係機関と連携しながら琉球大学医学部及び同附属病院の移設を進めて
おります。

　同地区跡地には県道81号線と国道
58号を結ぶ幹線道路が通る予定となっ
ておりますが、インダストリアル・コリ
ドー地区が返還されるまでの間は袋地
となることから、国道58号と西普天間住
宅地区跡地をつなぐアクセス道路（高架
式）を共同使用することで平成27年12
月に日米間で合意されました。
　このアクセス道路は、平成28年度から
調査に着手しており、関係機関と連携し
ながら早期の供用開始に向け、取り組み
を進めております。

国道58号から見た整備イメージ図

キャンプ瑞慶覧（西普天間住宅地区）跡地利用計画（平成27年7月策定）

※「配置方針図」は、上位計画や現
段階で推定される跡地の現況
にもとづいて作成したもので
あり、土地利用や道路ルート・
公園等の位置・範囲等は確定し
たものではありません。「配置
方針図」は今後の取り組みを踏
まえて更新していくことを前
提としています。
※中部縦貫道路は、ルートを検討中
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